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 神を仰ぎ 人に仕う 

2018年度年間聖句 

だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ

去り、新しいものが生じた。           コリントの信徒への手紙 二 5章 17節 
 

 

聖学院教会祈祷会 
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毎週木曜日 18時 40分～19時 40分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

・1月 10日（木） レビ記 2章  東野 ひかり牧師 

    ・1月 17日（木） レビ記 3章  東野 尚志牧師 

      

     

 

No.15 2019年 1月 

全学礼拝期間について 

2018年度秋学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、 

14時 40分から 15時 10分です。どなたでも自由にご参加ください。  

秋学期／9月 25日（火）～2019年 1月 18日（金）    

1月月間聖句 

新しい歌を主に向かって歌え。地の果てから主の栄誉を歌え。 

イザヤ 42章 10a節 
 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず  

悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

「恐れるな。語り続けよ。わたしがあなたと共にいる。」 
 
昨夏、ボランティアセンター主催の東日本大震災復興支援ツアーに行きまし

た。最終日に宮城県石巻市へ行き、旧大川小学校の跡地へと赴きました。全
校生徒 78 名中 74名、全教員 13名中 10 名のいのちが、大津波によって失
われた所です。私自身、かつて 2 回行きましたが、今回違うことがありました。
語り部の方がいて、当時の状況を説明してくださったのです。大川小学校を襲
った津波によって娘を失った方でした。 
その方は当時、近くの中学校の教員でした。地震が発生し、すぐに生徒たち

を山の方に避難させて全員助かりました。当然、わが娘も学校の避難に従っ
て、山の方に避難しているだろうと思ったのです。しかし実際は、生徒は学校の
グラウンドに 1 時間待機させられ、自らの判断で目の前の裏山に逃げようとした
子どもは呼び戻され、津波が到達する 5 分前になって避難を指示したものの、
移動しようとした場所は、学校の裏手の山ではなく、河口に近い三角地帯でし
た。津波が来る方に向かって非難してしまったのです。結果として、多くのいの
ちが失われました。天災ではなく、人災であった可能性が高いのです。 
裏山を案内されました。小学校の実習でシイタケの栽培を行っていて、生徒

たちは皆、登った経験があったそうです。登ってみました。学校のグラウンドがす
ぐ眼下にありました。居たたまれない思いが、私たちの心を襲いました。現在、
遺族が石巻市に対して訴訟を起こしています。勝訴しましたが、市は控訴して
います。複雑な状況を垣間見た思いがします。 
あの出来事から 8年目を迎えようとする中で、沈黙を破って当時の真相を臆

することなく語っている方々がいます。人間は一般的な傾向として、壮絶な不
運が襲った直後、また、その出来事に一定の整理がつく数年間は、あまりのショ
ックで誰にも話したがりません。しかし、出来事の事実を正確にとどめようとする
時、あるいは真相を歪曲して伝える動きが起こる時、語らなければならない正
義がある。それを、語り部の方は伝えてくれました。 
新約聖書にパウロという伝道者がいます。牢に閉じ込められてキリストの福音

を伝えることが阻害された時、神が語ります。「恐れるな。語り続けよ。わたしが
あなたと共にいる。」（使徒言行録 18：9～10）困難な時にこそ、私たちが、心に
深く刻むべき言葉ではないでしょうか。 

（心理福祉学部兼人間福祉学部チャプレン 五十嵐 成見） 
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奨励者 柳田 洋夫 

（大学・人文学部チャプレン） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 502番 1、2節 

聖 書 マタイによる福音書 

28章16～20節（新約 P.60） 

祈 祷 

奨 励 「貫く棒の如きもの」 

祈 祷  

讃美歌 502番 3節 

主の祈り 

後 奏         
 
 
 

1月 8日（火） 

 
奨励者 五十嵐 成見 

（心理福祉学部兼人間福祉学部 

チャプレン） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 倉橋 基 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 21-471番 1、2節 
聖 書 詩編 34編 15節 

（旧約 P.865） 
マタイによる福音書 

5章 9節（新約 P.6） 
祈 祷 
奨 励 「平和をつくりだすことをしよう」 
祈 祷  
讃美歌 21-471番 3、4節 
主の祈り 
後 奏         
 

1月 9日（水） 

 
奨励者 久保 哲哉 

（キリスト教センター主事） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 352番 1、2節 

聖歌隊による讃美奉献 “Lead ,me, Lord” 

聖 書 マタイによる福音書 

5章 13～16節（新約 P.6） 

祈 祷 

奨 励 「人生を彩る言葉」 

祈 祷  

讃美歌 352番 3節 

主の祈り 

後 奏         

       
 
 
 
 

1月 15日（火） 

 
―成人を祝う礼拝― 

奨励者 山口 博 
（聖学院院長､女子聖学院中高校長） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 冨岡 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 298番 1、2節 
聖 書 マタイによる福音書 

25章14～30節（新約 P.49） 
祈 祷 
奨 励 「わたしの才能タラントン」 
祈 祷  
讃美歌 298番 3節 
主の祈り 
後 奏            
 
 
 
 

1月 16日（水） 

 

奨励者 東野 尚志 

（聖学院教会牧師､聖学院みどり幼稚園 

チャプレン､本学講師） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 21-368番 1、2節 

聖 書 詩編 98編 1～9節 

（旧約 P.935） 

祈 祷 

奨 励 「新しい歌を歌おう」 

祈 祷  

讃美歌 21-368番 3、4節 

主の祈り 

後 奏         

 

 
 

1月 10日（木） 

 
奨励者 寺島 大祐 

（秘書課職員） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 出居 牧子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 280番 1、2節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

16章29～33節（新約P.201） 

祈 祷 

奨 励 「勇気をもって」 

祈 祷  

讃美歌 280番 3、4節 

主の祈り 

後 奏        

 
 

1月 17日（木） 

 
―卒業生を覚える礼拝― 

奨励者 菊地 順 
（キリスト教センター所長、 

政治経済学部チャプレン） 

司会者 久保 哲哉 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 494番 1、2節 
聖 書 ヘブライ人への手紙 

11章13～16節（新約P.415） 
祈 祷 
奨 励 「スウィート・ホーム」 
祈 祷  
讃美歌 494番 3節 
主の祈り 
後 奏          

 
 
 
 

1月 18日（金） 

 
奨励者 久保 哲哉 

（キリスト教センター主事） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

こどもさんびか改訂版 60番 1、2節 

聖 書 ルカによる福音書 

2章41～52節（新約 P.104） 

祈 祷 

奨 励 「大人への階段」 

祈 祷  

こどもさんびか改訂版 60番 3節 

主の祈り 

後 奏         

  

 
 

1月 11日（金） 

 

「一人を愛し、一人を育む。」 


